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明けましておめでとうございます。高圧ガ
ス並びに溶材業界の皆様におかれましては、
つつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び
申し上げます。また、平素より全溶連の事業
活動に対しまして格別のご指導ご高配を賜
り、厚く御礼申し上げます。
昨年も、新型コロナウイルス感染は再拡大
し、社会的、経済的な混乱が広がり、収束時
期が読めない状況が続きました。ただ、感染
状況が比較的落ち着いている時期に企業活動
をどの様に対応するか判断が難しい環境下で
ありました。また、働き方においても、飛沫
感染や接触感染を避けるため、オンラインを
駆使した会議も導入され定着しつつあります。
本年につきましても、変異株発生の影響に
よりコロナ禍収束の兆しは未だ見えない状況
でありますが、ワクチン接種率を高め、国内
治療薬の開発推進により、感染対策と経済活
動の両立に取り組み保安活動を継続して参り
ます。
全溶連では、感染拡大防止の観点から、昨
年6月の総会は、全溶連会員に限定し、3年
ぶりの対面での開催としました。各委員会活
動においても、対面とオンラインによるハイ
ブリット形式による会議での対応と致しまし
た。また、本年6月の第80回全溶連大会九州
は4年ぶりに対面での開催を予定しておりま
す。
例年各地域で開催されている消費者保安講
習会の開催状況は、新型コロナウイルスの感
染拡大の影響により、参加人数の制限や開催
規模を縮小せざるを得ない状況の中、消費者
保安の啓発について保安活動に取組んで参り
ました。

高圧ガスは人々の生活だけでなく産業用、
医療用など多種多様な用途に利用され、防災
対策上も必要不可欠な資源です。災害時にお
いては、業界全体が安定供給と保安確保に支
障をきたすことのないよう、被災情報の収集
など、関係機関との連携強化が必要です。
全溶連は高圧ガス消費者と直接結びついて

いる全国組織として、消費先における取扱い
ガスの特性や機器の使用方法の再確認、高圧
ガスの保安確保のための設備点検等、自主保
安体制強化について啓発活動を行って参りま
す。
高圧ガス容器全国一斉特別回収の実施はそ

の取組みの一つであり、「放置容器」「停滞容
器」の危険性に鑑み、関係団体と協力し、事
故発生防止並びに保安確保、容器の効率的運
用の促進を図って行くものであります。
さらには、保安文書の改訂や新規発行など

各種保安資料については、新たにプロジェク
トを立ち上げて、消費者保安の確保に向けた
活動を実現させていきます。
新たな活動として、全溶連では経済委員会

が主体となり、持続可能な開発目標（SDGs）
の10のゴールと15のターゲットに絞って目
標を掲げ、今年の全溶連大会九州での宣言を
策定いたします。
本年も引き続きこうした活動にしっかりと

取り組んで参る所存でございます。
年頭にあたり、社会生活と経済活動が一日

でも早く回復することを願い、皆様のご繁栄
とご健勝を祈念申し上げますとともに、引き
続き全溶連の活動にご協力を賜りますようお
願い申し上げて、新年のご挨拶とさせていた
だきます。
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司会（羽多野監査理事）：長野
組合50周年記念イベントと
して座談会を開催いたしま
す。全員、マスクを外してお
話ししていただきます。本日
司会を仰せつかることになり
ました岡谷酸素㈱の羽多野で
ございます。それでは宮原会長よりお願いしたい
と思います。

宮原会長には、協会会長の所見と北信地区の保
安についてお話しいただきたいと思います。
宮原会長：長野県高圧ガス協会は『昭和39年1月
29日、長野県酸素懇話会の団体』を前身として、

2023年1月 新春座談会

出席者　
宮原酸素㈱	 専務取締役	 宮原　龍也	 会長
岡谷酸素㈱	 代表取締役社長	 野口　行敏	 副会長
岡谷酸素㈱	 常務取締役	 羽多野雄一	 監査理事
㈱宮原酸素	 常務取締役	 蛯江　治夫	 監査理事
エア・ウォーター東日本㈱	 取締役甲信越支社長	 有賀　公勝	 理事
㈱サイサン	 東御営業所長	 内田　　稔	 理事
輸入石油㈱	 代表取締役社長	 中島　　隆	 理事
㈲横山酸素店	 代表取締役社長	 横山　正一	 理事
宮原酸素㈱	 取締役長野営業所長	 宮原　宏明	 事務局長

昭和47年3月に会員数14社
で設立され今年で設立50周
年を迎えることができました。

日本全体の右肩上がりの好
景気にも恵まれ、県内の物流
事情や産業形態が大きく変化
したことに伴い、高圧ガスの
需要も増加し、販売網の整備も進みました。

その反面、全国的にも高圧ガス関連の事故が増
加し、製造、輸送、保管など広範囲にわたり法律
の規制も厳しくなりました。

平成4年に「長野県一般高圧ガス保安協会」が
設立されて役員の皆さんのご協力により各地域で

（左から）羽多野監査理事、有賀理事、内田理事、蛯江監査理事、宮原会長、野口副会長、横山理事、中島理事、宮原事務局長

羽多野監査理事 宮原会長
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研修会などを開催し事故の無いように努めている
ところであります。

しかし、平成26年の木曽御嶽山の大噴火で死
者、行方不明者63名の被害があり、一昨年には台
風19号の水害により長沼地区を中心に約4000棟
の住宅被害と関連死を含め17名の犠牲者を出し
ました。

今後は、地球規模的な環境変化が予想される昨
今ですので、今までにも増して自然災害に対する
安全対策を確立することが急務と思われます。

皆様にも今後の安全対策の一要素としてお考え
いただければ幸いです。
司会：それでは副会長の岡谷酸素㈱の野口社長よ
りお願いいたします。
野口副会長：時代を大きく分
けると昭和の高圧協会と平成
令和の協会活動で、昭和は高
度成長期の我々の高圧ガス販
売業者の情報交換会の場でと
いう印象でした。平成令和に
なってから高圧ガスの安全と
不明容器の解消に徹底に取組むことで今に至って
います。

来賓の長野県産業技術課の倉島課長さんには、
普段厳しいご指導をいただいている県に対して段
取りが悪いのだと文句を言ったのが鳥インフルエ
ンザの炭酸ガス供給でした。それから段取りがス
ムーズになって今では電話一本で鳥インフル、豚
熱でも無駄なく対応できるようになりました。

宮川会長からは、平成18年に改めて酸素・アセ
チレン事故防止の講習会を開催し、お客さんに事
故を起こさせないことが我々の使命であり、存在
意義というのがあるとうかがいました。

それから、50周年記念品贈呈で長野県看護専門
学校に医療用酸素を贈呈するに至ったのは、看護
師の人が医療用酸素の取り扱いが分からない、医
療用酸素のボンベの色が緑だと思っている人がい
ることから、この度の50周年記念事業として看護
専門学校に医療用酸素を贈呈することとなりまし
た。我々が当たり前と思っていたことがそうでは
ないと考えさせられました。
司会：㈱宮原酸素の方から中信地区の状況等々述
べていただければありがたいです。
蛯江監査理事：高圧ガスという性質から我々は神
経を使って商売をしていますが、更に事故を起こ

さないよう自主保安を徹底さ
せるということを心掛けて参
りました。平成18年より毎
年「酸素アセチレン消費者保
安講習会」を県内4地区に分
け、北信・東信・中信・南信
の順番で開催し今年で16回
目となります。中信地区もスタートの頃から各ユ
ーザー様への声掛け、どのように説明したら多く
来て頂けるか、保安講習会が自主保安に繋がって
いるかを常に考えてやって参りました。保安法制
定から26年目となりましたが、自己責任原則の
元「法令遵守＋自主保安＝保安の確保」今まで以
上に保安の確保を確立していくことが使命と認識
しています。中信地区は日頃の販売の競合もあり
ますが、長期停滞容器の改善を含めガスの保安と
いう共通テーマにおいては「呉越同舟」でお互い
連携を密にし、自主保安の意識向上の保安活動を
する。これが一番大事かなと思っています。
司会：東信地区を代表される㈱サイサンの内田さ
んにお話し願います。
内田理事：先ほど高圧ガス保
安協会の久本様からのお話に
あった放置容器に関して、私も
10年20年ぐらい前に比べた
ら確かに少なくなったと思い
ます。

毎年、全国一斉容器特別回
収を実施している中で放置容器が減って保安を維
持する良いことだと思っています。

それから容器管理指針というのは皆さんご存知
だとは思いますが、4つの団体が連名で容器管理
指針を県に提出され、お陰様で会社の資産である
容器を活用していく中で非常にやり易くなりまし
た。

また、9月には東名高速でボンベが落下して火
災事故に至ったことで行政の取締りが強化されま
した。

容器の取り扱いに関しては、万全を期して配送
している中で高圧保安法の基準があり、塩素、ア
セチレンの混載禁止、縦積みするとか色々ある中
で注目したのが荷台のあおりの高さです。あおり
の高さが容器の2/3以上を必要としている。実際
にはLPガス容器の高さは約140センチで2/3以
上必要の場合あおり高さが90センチ強になるの

野口副会長

蛯江監査理事

内田理事
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です。最近、私がつくづく思うのは事故も絡めて
そのあおりの高さをもう一度見直しする必要があ
るという事です。
有賀理事：私からはメーカー
の立場で保安の全般的にか
かるお話をさせて頂きます。

（JIMGAの災害統計を提示）
これらより災害の要因は、ヒ
ューマンエラーによるものが
その大部分を占めています
が、不適切な指示や安全な作業場を提供しないな
ど指導側の問題も発生しており、雇用主、指示者
からの指導方法にも問題があることが懸念されま
す。これらは、日頃から皆様の事業者においても
安全点検・安全対策を実施し労働災害の撲滅に取
り組んでいると思いますが、コロナ禍によりソー
シャルディスタンスやリモート会議によるコミュ
ニケーションの減少も少なからず影響しているも
のと思われます。

長期停滞容器の回収本数は、この10年で大幅に
減少するものの各会員事業者の皆様の協力を得、
より一層注力していく必要があると考えます。

在宅酸素療法での事故は、残念ながら調査対象
期間ではゼロとなったことがなく、特に自宅での
火災事故は医師から強く禁煙を推奨されているに
も関わらず、自宅での隠れ喫煙が引き金となり火
災になることがある状況です。

このような過去の事故事例を参考に、引き続き
当社や関連団体を含めて高圧ガス事故撲滅に向け
た取り組みを行っていきたいと思います。
横山理事：長野県溶接協会の
理事長を務めておりますが、
高圧ガスを使用するガス溶断
業務に関しては、国が定めた
ガス溶接技能講習があり、こ
の資格を保有していないと携
わることが出来ないようにな
っています。この講習の中で一部、高圧ガスの保
安に関しても教育を受けますが、作業技能に関す
る講習はあるのに、ガス溶断をはじめとして高圧
ガスの全使用用途での消費利用については無資格
で利用できることが、自主保安という利用者、利
用事業者に委ねることだけでは残念ながら履行さ
れず、取り扱うガスを知るという保安の原則を欠
いており事故に繋がっているのではないかと考え

ています。
過去には、溶接協会の範疇で、技能の講習に対

して保安の講習及び資格というものを導入するこ
とで安全に寄与できるのではないかという想いか
ら、様々な働きかけや提案をおこなって来たがな
かなか難しかったです。このような活動経緯から
ガスの消費という部分についても取り扱い前に最
低限の教育実施を資格等の仕組みを用いて導入す
ることについて当協会を含めて取り組んでいく必
要があると考えます。
中島理事：当協会以外に、長
野県石油組合の副理事長、ま
たは全石連で活動させていた
だいております。短期的には
ロシア・ウクライナ問題によ
る原油高で非常に苦しい状況
です。また、長期的な部分で
は、カーボンニュートラルにより、将来的にガソ
リン自動車の電気自動車化により石油業界として
は岐路に立たされている状況にあります。

飯田地区はリニア関連の工事が旺盛です。山梨
県から愛知県に抜けるルートの中で天竜川を渡っ
て橋の上に駅ができるというところで、主要区間
のほとんどがトンネルでその関連で水処理工事な
どが行われており特にアセチレンガスの現場利用
が増えている状況です。併せて、三遠南信道路の
工事も進んでいる。全国から色々な業者が集まり
色々な工事を行っております。ついては、現場で
の事故が起きないように販売店としての保安教育
の努めをしっかりと果たしていきたいと考えてい
ます。

有賀理事

横山理事

中島理事

北信

東信中信

南信
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フリートーク
蛯江監査理事　

ガスの事故防止という保安
の面からすると、容器管理も
大切です。特に長期停滞容器
の改善は不明容器の防止とガ
ス事故の防止にも繋がり、又
ガス販売店としても円滑な事
業を行う上で重要です。当社
では容器無償貸与期間を1年としていますが、そ
の3 ヶ月前にサッカーのワールドカップじゃない
ですが貸出容器確認書をもって該当した容器番号
はイエローカード的に黄色で印字して、お客様の
気づきを喚起する対応をとっています。あらゆる
手立てで使用が済んだら返却する、期限前には返
却する。そのお客様への意識付けに努力していま
す。

野口副会長　
物流および配送人員に関す

る問題ですが、人手不足とい
うことに関しては、仕事の内
容よりも給料が安いから集ま
らないということが実際問題
なのではないかと思います。
改めて働き方改革について賃
金を含めた体制づくりが必要と考えています。し
かしながら、雇用側もそのための原資確保のため
の価格転嫁という問題を乗り越えないといけない
と考えています。

それから、横山社長からもありましたが、例え
ば新しい用途としては信州や山梨ではワイン醸造
所のアルゴンですとか、過去に取り違え事故のあ
った医療用酸素と炭酸の問題など、高圧ガスを利

用する方々の裾野が広がる中で、取り扱うすべて
の方に対して年に1回くらいは高圧ガスの保安講
習を受けるという機運が作りたいところです。

有賀理事　
保安管理全体の話が先程あ

りましたが、当社内でも色々
な講習や研修を受けるわけで
すが、最近はe-ラーニングが
増えました。大口の場合には
出張保安講習なども実施する
こともありますが、一般消費
者など広く対応していく場合には、そういったe-
ラーニングに参加していただいて、受講と理解度
テストを以って高圧ガスをお使い頂くこともひと
つのやり方ではないかと思います。

中島理事　
これからのガソリンスタン

ド、いわゆるサービスステー
ションというものは燃料だけ
を売っていても商売が成り立
たないことは、メーカーや販
売店含めて共通の認識です。
まずはクルマ周りで付随して
いるタイヤ交換や洗車を扱う。そこからマルチス
テーションという言い方が正しいかは別として、
急速充電や水素燃料やタクシー等で使われている
LPガス燃料のマルチスタンドを作りましょうと
いう未来像はあります。

ただし、多額な投資をして商用ベースにのせら
れるのか、また、法対応や保安に関して行政のご
指導を頂きながら、安全安心を心がけてやってい
かなければいけないと思っています。

蛯江監査理事

野口副会長

中島理事

有賀理事
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「会議も平成5年以来、毎
年の開催を重ね、今回で30
回目を迎えることが出来まし
た。これもひとえに、関係団
体ならびに会員の皆様方のご
理解ならびにご協力の賜物と
感謝申し上げる次第である。
さて、引き続く新型コロナウイルス感染拡大の
中、ロシア・ウクライナ問題の長期化によって、
エネルギーや物流のコストは上昇し、急激な円安
など、社会的・経済的不安は未だ収まる気配はあ
りません。
全溶連としては、これまでに経験したことの無
い環境にあって、近年発生頻度の高まっている自
然災害にも備えていかなければなりません。特
に、河川の増水に伴う高圧ガス容器の流出等の社
会的不安に対しては、関係団体と協力して対策の
徹底を図ってまいりたい。高圧ガスは防災対策上
も必要不可欠な資源であることから、災害時にお
ける安定供給と保安確保に支障をきたすことのな
いよう、関係機関との連携強化にも注力しており
ます。（以下省略）」

次いで本日、会議進行役の佐藤委員長より「本
日は貴重な時間を割いて保安対策連絡会議に出席
頂きそれぞれの団体の方々から活発なご意見、ご
助言を頂き、今後の全溶連の運営に活かせるよう
にしたい。」との挨拶の後、議事に入った。

最初に報告事項ということで前年度議事録の確
認、消費先における容器事故の分析と容器処理事

業の実施状況に関する報告を行った後、各団体に
おける保安活動、事故対策の取り組み及び問題点
について意見交換を行った。

◇日本産業・医療ガス協会
JIMGAにおける保安活動、
事故対策の取り組みと問題点
について
⒈�自然災害発生時等における
高圧ガス容器の事故防止対
策及び法改正動向
①�容器流出防止対策

保安セミナーにおいて、
本テーマを含めて災害対策/BCPについて演
説/意見交換を実施

国交省が公開している防災教育資料を紹
介、地域防災対策の歴史等を確認することも
事業所における防災教育/対策に活用

②防災防止に関係する法改正
2021年度改正の流域治水関連法を再確認
水災害が激甚化していることで改正された

出席者	 （一社）日本産業・医療ガス協会	 澤木専務理事出席者	 （一社）日本産業・医療ガス協会	 澤木専務理事
	 （一社）日本溶接協会　ガス溶断部会	 金本安全推進委員会委員長	 （一社）日本溶接協会　ガス溶断部会	 金本安全推進委員会委員長
	 （一社）日本溶接協会　ガス溶断部会	 阪口安全推進委員会副委員長	 （一社）日本溶接協会　ガス溶断部会	 阪口安全推進委員会副委員長
	 日本乾式安全器工業会	 西田会長	 日本乾式安全器工業会	 西田会長
	 （一社）全国高圧ガス容器検査協会	 伊藤副会長	 （一社）全国高圧ガス容器検査協会	 伊藤副会長
	 高圧容器工業会	 小寺事務局長	 高圧容器工業会	 小寺事務局長
	 （一社）全国高圧ガス溶材組合連合会	 深尾会長、石川副会長、佐藤経済委員長	 （一社）全国高圧ガス溶材組合連合会	 深尾会長、石川副会長、佐藤経済委員長
		  大岡保安委員長、鈴木保安副委員長		  大岡保安委員長、鈴木保安副委員長
		  関口事務局長他1名　　計13名（敬称略）		  関口事務局長他1名　　計13名（敬称略）
	 業界誌関係	 産報出版㈱　1名、新報㈱　1名	 業界誌関係	 産報出版㈱　1名、新報㈱　1名

2022年11月25日（金）東京グランドホテルにおいて業界関係者による第30回保安対策連絡
会議が行われました。

深尾  会長

日本産業・医療ガス
協会　澤木専務理事
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水防止関係の概要とポイント確認
③災害事例における関連情報の抽出と再確認

過去一年間に発生した風水害・火山・雪
害・津波の概要を確認

④�事業者が注視すべき災害事例の関連情報、高
圧ガス/医療に関連する被害情報等確認

⒉�BCP対策（自然災害、感染症／健康被害等）
人命を優先した医療ガス供給継続
①�災害時医療ガス供給協定の締結状況の確認内

容のアップデートを行っていく。
②定期訓練の実施状況等を確認
③�「緊急・災害対応体制の整備に関する手引書」

で不足している点を加味したJIMGA版手引
書を作成する。

⒊高圧ガス容器全国一斉特別回収の実施
各関係団体と協力し、10月の1ケ月間で特別

回収運動を展開し、結果はJIMGAウェブサイ
トに公開／周知を図る。
⒋各種セミナーの企画・運営

⑴医療ガス保安に関するもの
看護師向け教材として「いまさら人に聞け

ない酸素ガスとボンベの秘密」のスライド動
画を作成。「医療ガス教育教材（ビデオ）」の
配信を2023年3月まで延長。地域本部からの
要望により、「修了書発行」医療ガス教材（ビ
デオ）講習会を受講期間～ 3月末の期間限定
で開催予定。

⑵産業ガス保安に関するもの
産業ガス保安に関するオンデマンド教材

「保安ガス講習」を作成販売し、「自然災害対
策」、「CE事業所・ローリ運行事業所関係基
準」、「蒸発器に関する注意喚起」については
対面式教材を作成。

◇日本溶接協会　ガス溶断部会
保安活動、事故対策の取り組みについて
⒈�ガス溶断用圧力調整器の高
圧部部品供給停止について
（一社）日本溶接協会 ガ

ス溶断部会 安全推進委員
会では、ガス容器用圧力調
整器のユーザーが、自ら高
圧部部品を交換及び修理
し、これに起因する火災・
人身事故の発生を防止する為に、ユーザーに対

する高圧部部品の供給を2022年8月1日から停
止した。

対象メーカーはガス溶断部会 安全推進委員
会所属メーカー加盟の6社

（URL：�http：//www.jwes.or.jp/senmon/
gs/archives/2020/10/post_6.html）

⒉ガス溶断機器定期点検の周知について
産報出版発行「溶接ニュース」にガス溶断機

器類の定期点検に関する広告を掲載し、適正な
点検の励行を呼びかけた。

⒊逆火防止ビデオの作成について
日本乾式安全器工業会と協力して、逆火防止

ビデオの作成に向けて準備している。
⒋講習会の開催状況について

「熱切断作業の品質と安全講習会」について
は、平成16年から実施しており、過去17回の
開催で延べ約1,150名が受講している。今年度
は2022年11月16日に東京（秋葉原）及びオン
ライン（WEB）にて開催し76名が受講した。

◇日本乾式安全器工業会
日本乾式安全器工業会におけ
る活動報告について

今年度の事業報告を以下に
報告する。
⑴事業期間・会員情報

期間：�令和3年4月1日～
令和4年3月31日

会員：9社
・岩谷瓦斯株式会社　・小池酸素工業株式会社
・高圧ガス工業株式会社�・株式会社阪口製作所　
・信和ガス装置株式会社�・株式会社千代田精機
・ヤマト産業株式会社　・第一産業株式会社
・日酸TANAKA株式会社

⑵事業内容
1講習会・講師派遣
・今年度6回実施（前年度　22回実施）
・活動内容

2021年10月宮城、東京、大阪において溶
断器の安全な取扱い方法・乾式安全器の作動
原理・逆火の実演等のデモを実施した、また
会場には乾式安全器を展示及びパンフレット
を配布し、未設置の危険性について説明を行
った。

2啓蒙活動

日本溶接協会 ガス溶
断部会 金本委員長

日本乾式安全器
工業会　西田会長
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・適切な設置、点検の重要性と新品交換の推奨
・溶断用可燃ガス全般を用いた溶断作業への乾

式安全器の設置を推奨
・アセチレンガス設備以外にも安全器の設置を

推奨
・乾式安全器の定期点検・設置普及活動ポスタ

ー・チラシの作成（一部見直し）
近年水素ガスを利用した溶断も行われてい

ることから水素用の乾式安全器の要求がでて
いる。現在メーカー 9社で水素用安全器の開
発をしているが、乾式安全器に関しては、バ
ージョン（ラインアップ）が少ないことから
安全器工業会としても水素の安全器開発を含
め可燃性ガスに対する逆火の怖さを周知し、
乾式安全器を設置頂くように活動していきた
い。

◇全国高圧ガス容器検査協会
1当協会では本年度、自然災

害時における容器の流失防
止策の作成を実施する事で
進めている。耐圧検査後の
容器には残ガスが無いため
問題は生じないが、預り容
器が顧客保有である以上、
流失することは許されない
ことであり、流失防止策を講じる必要がある。
LPにおいては流失防止用ネットを使用する等
の策があるものの解決できていないのが現状で
ある。

また、地中に埋まった容器の発見方法や毒ガ
スの対応についても検討している。

2FRP容器の耐圧検査においてO2MEDのシー
ルを貼付する事が今年度より決定し、作業を進
めている。短時間での決定、作成であった事か
らユーザーへの認識が浸透していないこともあ
り啓蒙事業も含め講習を実施していく事を考え
ている。

3耐圧検査場は車検場と同様で、ガスボンベを安
全に使用するために検査をしている部署であ
る。自社保有容器の検査を依頼するにあたって
は、検査が的確に作業されているかを把握する
ためにも所有者の方々には適宜、容器検査場を
訪問し実情を確認して頂きたい。

◇高圧ガス工業会
資料も用意せず出席させて

頂いた。
今回、配布頂いた議事次第

4ページに報告されている人
的被害の推移表において、令
和3年の死亡事故について気
が付いた点がある。

当時の事故の原因が判明さ
れる前に容器メーカーの方にも二酸化炭素を詰め
ている容器の製造実績について、当局より問い合
わせがあった。我々の顧客である消防設備業者に
おいても色々と心配されていた。このことから安
全弁の大切さを再認識した次第である。

◇全国高圧ガス溶材組合連合会
・高圧ガス販売店における日

頃の取組として、ユーザー
所有の容器に対する対応
は十分でない

全溶連としては、この取
り組みを業界全体の活動と
して行っていくことが大事
であり、ワーキンググルー
プで提案された内容がそのままSDGsへ繋がる
のであればSDGs宣言をするべきとして来年6
月に開催される全溶連大会九州で宣言発表を行
う旨の説明を行った。

最後に佐藤経済委員長より「本日頂いた貴重な
ご意見等を参考にしてさらなる保安確保に活かし
た活動を推進していく」ということで、第30回保
安対策連絡会議を終了した。

全国高圧ガス容器検
査協会　伊藤副会長

高圧ガス容器工業会
　小寺事務局長

全国高圧ガス溶材組合
連合会 大岡保安委員長
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高圧ガス保安協会会長表彰

2022年第59回高圧ガス保安大会（東京・港区ANAインターコンチネンタルホテル東京）
が10月28日（金）に開催され、今年度における高圧ガス保安経済産業大臣表彰を始めとす
る各者のうち全溶連会員多数の方が表彰されました。

経済産業大臣表彰
優良製造所
平沢商事株式会社 飯泉工場	 （神奈川県）
江藤酸素株式会社 佐伯事業所	（大分県）

優良販売業者
光機材株式会社	 （栃木県）
有限会社東屋商店	（神奈川県）

優良貯蔵所所有者
株式会社巴商会 大森ガスターミナル（東京都）

保安功労者
髙須賀秀行氏 エナジー・ワン株式会社	（愛媛県）
石川　雅一氏 新光酸商株式会社	 （愛知県）

優良製造所
株式会社共和溶材 光都ガスセンター	（兵庫県）

優良販売業者
谷部産業株式会社	 （栃木県）
株式会社巴商会 磯部営業所	（群馬県）
江場酸素工業株式会社	 （愛知県）
株式会社カクマル	 （愛知県）

保安功労者
黛　　純二氏	 上毛天然瓦斯工業株式会社 
	 高崎支店（群馬県）
阪田　　亮氏	 千葉日酸株式会社	 （千葉県）
石川　英紀氏	 ユニオンメディカル株式会社（東京都）
石塚　　勲氏	 富士見興業株式会社	（東京都）
佐波　　充氏	 株式会社サナミ商会	（神奈川県）

羽多野雄一氏	 岡谷酸素株式会社	（長野県）
苅田　裕也氏	 株式会社セキサン	（岡山県）
篠原　和伸氏	 四国大陽日酸株式会社（徳島県）
男澤　　隆氏	 株式会社武田商事	（長崎県）
嶋野　　浩氏	 株式会社山国商会	（大分県）

優良製造保安責任者
日野原茂一氏	 カンサン株式会社	 （群馬県）
西端　信一氏	 有限会社三共酸素商会	（兵庫県）

優良販売主任者
小篠　国宏氏	 小篠酸素株式会社（栃木県）

優秀賞1名・佳作3名・参加賞9名（総勢13名参加26作品）  ご参加ありがとうございました。

佳
作 「
灯
火
」

平
田 

佳
志
様

�

（
福
岡
酸
素
株
式
会
社 

大
分
営
業
所
）

佳
作 「
旧
太
子
線
、過
去
か
ら

�

未
来
へ
の
レ
ー
ル
」

小
池 

絵
美
様
（
株
式
会
社
鈴
木
商
館

�

北
関
東
支
店
群
馬
営
業
所
）

佳作 「SKYFUJI」
小澤　昌幸様（高知溶材株式会社）
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経済委員会
日　時　2022年11月11日（金）14：00～16：30
場　所　エッサム神田1号館　902号
出席者　�佐藤委員長、渡辺委員、小宮委員、

松原委員、吉住委員
オブザーバー：�大岡保安委員長
オンライン参加：�市村委員、小林委員、

東委員
事務局2名

議　題
・2022年度経済委員会活動方針について
1保安契約促進に関する取り組み強化について
容器管理指針の策定と活用の推進につい
て、今後も保安委員と合同にて取り組んでい
く。
容器管理指針における返却期限について
は全国47都道府県全てが揃ったので6ケ月、
12ケ月での返却期限で検討して頂くよう進
めていきたい。
2賠償責任保険制度について
賠償責任保険は万一の賠償リスクをカバー
する保険であり加入促進の対応について取り
組んでいく。
3全溶連発行保安文書価格見直しについて
2022年度7月現在の全溶連発行保安文書
価格表15種類について、消費者物価の高騰
により、2023年4月より一律：10％ UPの
価格改定を実施したい。なお、在庫分の保安
文書については現行価格を適用とする。
4�経済動向、市況調査に関する情報の共有化に
ついて
新型コロナウィルス感染による地域経済活
動、鳥インフルエンザ・豚熱に関する対応に
取り組み今後も見直しを図っていく。
5�一般高圧ガス販売時マニュアル改訂について
販売マニュアルの見直しを行う事で進めて
いくが、資料作成を特定の人に依存している
状態であることから、将来を見据え新規の販
売マニュアルについてはプロジェクトを立ち
上げ、若い世代の方々に参画いただき進めて
いく。
6SDGsの取組について

ガス業界における全溶連の地位を高めるた
めにもSDGsを宣言することへの重要性を見
出した。
全溶連が進めるSDGsについて10ゴールと

15ターゲットを目指した動画を見て頂いた
後、今後のSDGsに対応するスケジュールと
して、理事会でGO→ワーキングテンプレー
トの作成→経済委員会採用内容の策定→保安
委員会で実施→連絡会議（10月末）→理事
会配布（11月末）→2月の委員会で審査→
全溶連九州大会（6月）で宣言することで進
めている。

保安委員会
日　時　2022年11月18（金）14：00～ 16：30
場　所　全溶連　会議室
出席者　�大岡委員長、鈴木副委員長、三嶋委員、

齋藤委員、金子委員
オブザーバー：�佐藤経済委員長
オンライン参加：�石川副会長、

栁田副委員長、
小野口委員、福島委員、
中森東委員、山本委員、
宮城委員、古谷委員

事務局2名
議　題
12022年度保安委員会活動方針について
①自主保安活動の強化・推進
・�新型コロナウィルス感染防止環境下における
保安活動

・保安講習会資料の改訂と新規発行

2022年11月
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・�保安契約の促進に関する取組は経済委員会と
合同で取り組む
②放置容器の発生防止と処理促進
・�滞留容器、盗難容器の発生防止に向けた取組
・災害時における容器流出の対策
③保安・経済委員会WGの開催
・�各種保安文書の改訂プロジェクトの立ち上げ

2�高圧ガス事故（消費先）の現状と放置容器の処
理促進の件
①2021年度高圧ガス事故の現状
・�前年度と比して2件減となったものの物質
名としてはアセチレンの災害が多く、2021
年の災害合計57件の内17件となっている。
消費先の事故の原因別の分析としては、誤操
作・誤判断。設備の維持管理不良や人的要因
によるものが散見される。
・�2021年度に関しては二酸化炭素消火設備
（液化炭酸ガス）に関して死傷者を伴う事故
が相次いで発生した。二酸化炭素消火設備
は、電気設備が設置されている施設、ボイ
ラー室などの多量の火気を使用する施設また
は機械式駐車場など、様々な場所で使用され
ていることから、消防法で安全に対する技術
上の基準が定められており、信頼性の高い消
火設備であるが、不適切な取扱いをすると中
毒、酸欠などの人的被害がある事故につなが
る可能性があり、今回の事例は何らかの原因
により二酸化炭素消火設備が作動し、二酸化
炭素の噴出、漏洩による事故が2件発生し作

業者6名の死亡事故が発生した。
②容器回収月間について
前年度に引き続き全国一斉特別回収を実施

し、今年も回収報告には回収場所の報告を追
加している。

③�放置容器処理事業（特別枠）の実施状況
第6期の2年度（2021年4月1日～2022

年3月31日）となる。
2021年度の配賦予算は3,774,790円で

スタートし最終的に内容物不明容器5本、毒
性ガス容器4本、アセチレンガス容器327
本、合計2,173,690円の処理となり残金
1,601,000円をKHKへ一旦返金した。

3SDGsの取組については
ガス業界における全溶連の地位を高めるため

にもSDGsを宣言することとし、経済委員会と
合同にて策定することで進めることとした。

記念行事のお知らせ

2023年度における記念行事を予定しております。

行事名 予定日 開催場所 参加予定者

北海道溶材商業会　60周年記念例会 未定 未定 未定

東京都高圧ガス溶材協同組合　創立70周年記念 4月1日以降 未定 200人

北陸高圧ガス溶材組合　設立70周年記念事業 7月13日～ 15日 北海道 100人
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単位組合紹介

秋田県高圧ガス協会
所 在 地　〒010-0520

秋田県秋田市楢山登町1番20号
株式会社相場商店内　2F
TEL：018-833-8767　FAX：018-835-2231

会　　長　相場　栄利
正 会 員　21事業所（内　全溶連会員8社）

秋田県高圧ガス協会は、昭和45年に発足した
秋田県高圧ガス懇話会から高圧ガスの多様化に伴
い保安の充実を図るため、昭和52年1月26日
に新たに設立いたしました。この会の目的は高圧
ガス保安法を遵守し、公共の安全確保に寄与する
とともに会員が協力して業界の秩序を維持するこ
とに加えて、教養の錬磨に務め業界の社会的地位
の向上と共存共栄を図ることとしています。
新型コロナによる世界的な影響を受け、秋田県

高圧ガス協会総会は書面会議で2年間開催してい
ましたが、本年はコロナ感染対策緩和もありよう
やく3年ぶりとなる通常総会を6月28日に開催
した。
当会の重点活動項目は次のことを掲げています。

1防災訓練による防災技術向上と事故防止　
2高圧ガス保安講習会による防災意識高揚　
3高圧ガス取扱い事業所の自主保安
活動内容としては、全国防災の日に合わせ、8

月後半に開催の秋田県総合防災訓練に参加。H26
年に秋田県と締結した「災害時医療ガス供給協
定」の基づき緊急医療ガス供給の支援訓練を実施
している。（この3年間は、新型コロナの影響もあ
り訓練中止や規模縮小のため参加なし。）
2022年度高圧ガス保安講習会は、秋田県高圧

ガス地域防災協議会と共催で10月の全国高圧ガ
ス保安活動推進週間に合わせて秋田市内にて開
催。講師は秋田県総合防災課（秋田県の防災対策）
（高圧ガスの事故対応について）秋田県畜産振興
課（鳥インフルエンザと豚熱について）のテーマ
で、会員事業所の皆様に各方面の知識と現状につ
いての認識を高めていただく内容で開催しまし
た。

11月には、秋田県健康福祉部による令和4年
度保健医療調整本部訓練が実施されJIMGA医療
ガス協会秋田県支部として参加、大規模災害時に
おける秋田県災害医療コーディネートチームとの
医療ガス供給の連携訓練を行った。
2021年（令和3年）11月には、秋田県（横手市）

で県内で初めてとなる高病原性鳥インフルエンザ
が発生し、秋田県と協定（2016年）を締結して
いる「家畜伝染病発生時における液化炭酸ガス等
の供給に関する協定書」に基づき、会員事業所で
保有していた炭酸ガス容器と秋田県所有容器他
（合計275本）を使用して、会員事業所の協力を
得て液化炭酸ガスを発生現場に供給し約2日間で
14万5千羽の殺処分を完了に寄与しました。
その後、鳥インフルエンザ防疫対応の経験を基

に秋田県と発生時に使用する液化炭酸ガス容器に
ついての協議を重ね、秋田県所有の鳥インフルエ
ンザ用の液化炭酸ガス容器（255本）を準備する
体制が2022年度より構築されました。また、容
器の保管・管理についても秋田県高圧ガス協会会
員事業所の協力で秋田県担当部署との連携が常時
保たれ、いつ発生するかもしれない状況に備えて
います。
当協会としては、年々発生事例が増加している

高病原性鳥インフルエンザが秋田県で発生した場
合に備えて2021年度・2022年に開催した高圧
ガス保安講習会においても、講習テーマとして
「高病原性鳥インフルエンザについて」を取り上
げ、会員に対して家畜伝染病への知識を深めてい
ただき、発生時に対応する秋田県炭酸ガス供給連
絡体制への理解と協力を推し進める活動を継続し
て実施してまいります。

相場会長

13

単位組合紹介

13



賛助会員の広場
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賛助会員の広場

開 発・販 売 元

株式会社 アシスト・ワン
東京本社 〒 東京都新宿区高田馬場１丁目 番 号 内田ﾋﾞﾙ

代

大阪支社 〒 大阪府大阪市浪速区難波中 丁目 番 号 難波ｼｰｻｰﾀﾜｰﾋﾞﾙ
代

容器管理システム納入実績№ お客様の規模に合わせたご提案をさせて頂きます

「「高高圧圧ガガススメメーーカカーー様様･･溶溶材材商商社社様様向向けけ専専用用シシスステテムム」」

◎◎ ごご提提供供シシスステテムムのの主主なな特特長長

➢販販売売･･容容器器･･保保安安管管理理一一体体連連携携シシスステテムム

➢見見積積･･受受注注･･発発注注･･仕仕入入･･売売上上間間デデーータタ共共有有 参参照照･･連連動動･･連連携携））

➢最最終終相相手手先先別別･･商商品品別別･･配配達達区区分分別別･･単単位位別別､､取取引引単単価価

➢在在庫庫場場所所別別･･商商品品別別･･個個別別在在庫庫別別､､在在庫庫管管理理

➢工工事事別別収収益益管管理理表表､､承承認認処処理理､､２２段段階階のの与与信信管管理理

➢統統計計分分析析はは､､月月別別 １１２２ケケ月月 ･･前前期期比比較較集集計計 一一部部ググララフフ

➢容容器器調調書書計計算算書書はは､､各各地地のの方方式式にに準準拠拠

➢高高性性能能ハハンンデディィににてて容容器器管管理理精精度度･･処処理理速速度度向向上上 特特許許手手法法

➢最最終終納納入入先先別別のの保保安安台台帳帳作作成成 新新書書式式･･ＳＳＤＤＳＳ対対応応版版

➢価価格格改改定定･･在在庫庫棚棚卸卸にに､､ＥＥＸＸＣＣＥＥＬＬシシーートト活活用用実実装装済済

➢情情報報管管理理 漏漏洩洩防防止止とと安安価価でで安安心心デデーータタババッッククアアッッププ

➢導導入入後後､､追追加加経経費費不不要要ののオオーールルイインンワワンン保保守守パパッックク

➢イインンボボイイスス制制度度対対応応

➢電電子子帳帳簿簿保保存存法法対対応応

取 扱 店
エエススシシーーウウエエルル株株式式会会社社
東日本営業部 東京支店 （ ）
中日本営業部 名古屋支店 （ ）

北陸支店 （ ）
西日本営業部 関西支店 （ ）

関西支店（大阪） （ ）
広島支店 （ ）
九州支店 福岡営業所 （ ）
九州支店 北九州営業所 （ ）
九州支店 佐世保営業所 （ ）

富富士士通通 株株式式会会社社
東京エリア本部
東京第三統括ビジネス部
第六ビジネス部 （ ）

“怪傑・瓶々丸”® シリーズ

かいけつ びんびんまる 資料請求・訪問デモの
お申し込み随時受付中

アシスト・ワン ホームページ

最新の法令順守システムを提供

シシスステテムム概概念念

販販売売管管理理
見見積積､､受受注注､､発発注注､､仕仕入入､､売売上上､､
決決済済（（入入金金、、支支払払））､､粗粗利利算算入入､､
各各種種照照会会､､承承認認､､与与信信､､商商品品在在庫庫､､
工工事事別別収収支支管管理理､､請請求求､､購購入入､､
元元帳帳(得得意意先先･･仕仕入入先先)､､
各各種種統統計計分分析析集集計計､､

区区分分経経理理集集計計､､随随時時処処理理､､
住住所所管管理理

容容器器管管理理
容容器器受受払払､､充充填填､､配配送送､､
一一般般高高圧圧保保安安､､日日報報､､

カカーードドルル､､アアセセチチレレンンロロッットト､､
容容器器使使用用料料､､ハハンンデディィ､､
ババーーココーードド､､容容器器検検査査､､
容容器器在在庫庫､､改改正正薬薬機機法法､､
原原料料管管理理､､随随時時処処理理

ＬＬＰＰＧＧ管管理理
顧顧客客、、検検針針、、
配配送送、、灯灯油油、、
ＬＬＰＰＧＧ保保安安

在在宅宅管管理理
患患者者､､機機器器､､
医医療療機機関関､､
使使用用明明細細

財財務務連連携携
取取引引ﾃﾃﾞ゙ｰーﾀﾀ
財財務務、、連連携携

そそのの他他多多くくのの機機能能をを実実装装済済
【【詳詳ししくくははおお問問いい合合わわせせ下下ささいい】】
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第四十話　「応募川柳ネタワンカット」の巻

好 評 発 売 中 ！
2022スキルアップ読本表紙アウトライン済み.pdf   1   2022/10/04   14:30:09

A4判・112頁／定価：2,200円（本体2,000円＋税10％）

　本書は2022年10月に開催されたセミナー「溶材商社営業マン向けスキルアップ講座」で使用されたテキス
トとしても使用されており、溶材商社における主力商材を有力メーカーによる執筆でわかりやすく詳しく解説し
ております。また好評の「図解・工場ガイド」に加え、専門コンサルタントの執筆による補助金・優遇税制に関す
る基礎知識及び溶接ニュース編集部記者の執筆による読み物ページを追加するなど、最新の業界動向を把握
できる冊子へと改定を行っております。ぜひ、本書を営業マン必須の1冊としてご活用いただけたら幸甚です。

今年度も日々の業務に於いて高圧ガスを扱っている皆
さんから高圧ガスに係る川柳を募集する計画を致しまし
た。

川柳の賞位にかかわらず、各作品をヒントに機関誌掲
載の4コマ漫画としてコミライズも検討されますので、
我と思わん方はどしどし投稿して下さい。

応募作品：テーマは高圧ガスに関わる内容で、高圧ガス
あるある、ガスの取り扱いに際して疑問に思
う事、困った事、良かったと思う事、等々日常
におけるどの様な出来事でも結構です。
ご応募に際しては、一人3点迄応募できます。
但し、他のコンテスト未応募作品で著作権な
どの権利全てが応募者に帰属するものに限
ります。
なお、応募作品には「会社名」「氏名」「会社の
住所」「会社の電話番号」を必ず明記のうえご
応募をお願い致します。

応募資格：全溶連会員及び会員の従業員
応募方法：全溶連事務局あてにメールにて応募ください。
表 彰 ：最優秀賞　1名　　商品券	 5千円

優秀賞　　若干名　商品券	 3千円
参加賞　　�入賞者以外の応募者全員の方に

クオカード1,000円分を贈呈致
します。

選 考 ：全溶連事務局にて選考
締め切り：2023年2月28日（火）必着
E - m a i l ：honbu@zenyoren.com
作 品 例：「炎天下　容器置場は　熱中症」
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命に別状は
ありませんが、
⾧期入院が
必要ですね!

勤務先に「GLTD制度」が
あって本当に良かった!

なるほど。
では、そういった従業員
の不安に応えられる制
度を取り入れたいが・・

よし!当社も
導入しよう!

医療保険には入っているけど…
治療が⾧引いて、なかなか復帰
できなかったら、蓄えている分だ

けで足りるかな?

・・・そうね。
⾧い間お給料がでないし、

住宅ローン、
子どもの学費、

生活費も必要なのに、
療養に専念できるかしら?

そんなときに!!!

●免責期間と補償期間の組み合わせで8つのタイプから
選択可能。
●健康状態告知は全員加入用一括告知書を採用（既往症
があっても通常勤務されていれば加入可能）。

POINT
⾧いリハビリ中も、
収入の心配もなく

元気になって良かったわ

病気やケガで働けなくなった場合に⾧期で収入を補償する制度です。
連合会としてまとめて加入することで、割安な保険料での準備が可能です。
御社の福利厚生の拡充のため、制度導入をご検討ください。

ある日 ―…

福利厚生の更なる充実や、
自助努力への第一歩として、
ぜひ企業さまでの導入をご検討ください

【幹事】あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
広域法人開発部 営業課
TEL 050-3460-8162

【非幹事】日本生命保険相互会社

株式会社 星和ビジネスリンク

TEL 0120-288-270

引受保険会社
取扱代理店

このご案内は概要を説明したものです。ご加入にあたっては必ず「全溶連・福祉共済制度のご案内」および「重要事項のご説明 契約概要のご説明・注意喚起情報のご説
明」をあわせてご覧ください。また、詳しくは「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」をご用意していますので、取扱代理店または引受保険会社までご請求ください。
ご不明な点につきましては、取扱代理店または引受保険会社にお問合わせください。この保険は全国高圧ガス溶材組合連合会を保険契約者とし、連合会会員企業の従
業員を被保険者とする団体⾧期障害所得補償保険の団体契約です。

（2022年11月承認）B22-102927

一般社団法人 全国高圧ガス溶材組合連合会 会員企業のみなさまへ

一般社団法人 全国高圧ガス溶材組合連合会
東京都千代田区神田北乗物町12（大竹ビル）
Tel.03-5296-0430　Fax.03-5577-5062

http://www.zenyoren.com/　e-mail:honbu@zenyoren.com

発　行　所 全溶連は、限りある地球環
境の保護に積極的に取り
組んでいます。この印刷物
は環境保護印刷推進協議
会（E3PA）の認証を受け、
グリーンプリンティング認
定工場で作成しました。


